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コロナ禍でも頑張っているコロナ禍でも頑張っている
外国人留学生らのみなさんに外国人留学生らのみなさんに
支援物資を贈りました！支援物資を贈りました！
新型コロナウイルス感染が拡大し、春になる頃には、留学生をはじめとする外国人が困窮して
いるニュースが取り上げられるようになりました。当協会でも、役員会代表で話し合いをもち、
当協会の事業にご参加いただいている外国人留学生らを支援することを決定し、会員の皆様から
寄付金を募りました。お陰様を持ちまして、233口116,500円（１口500円）の寄付が集まりま
した。この寄付金で支援物資を購入し、つくば外語学院の留学生40名、アール医療福祉専門学校
及びアール情報ビジネス専門学校の留学生50名、当協会及び土浦ユネスコ協会共催の日本語教室
の生徒70名（10月予定）に贈呈しました。

▪７月20日　つくば外語学院

会長挨拶のあと、代表３名に支援物資を贈呈
しました。その後代表のベトナム出身ヴ・
ティ・ヒエンさんから「留学生に関心をもっ
てもらい、ありがとうございます」と心のこ
もったお礼の言葉をいただきました。

▪７月30日　アール専門学校

代表のネパール出身ネウパネ・アルズンさん
が流暢な日本語で感謝のスピーチをしてくだ
さったのに続き、留学生全員から一斉に「あ
りがとうございました！」とお礼の言葉をい
ただきました。

１人あたり、米
１kg、ノート１
冊、３色ボール
ペン１本を贈呈
しました！
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令和２年度の総会は、新型コロナウイルスの感染拡大により書面決議に
より可決され事業をスタートいたしました。残念ながら前半の事業は中止
を余儀なくされました。特に姉妹都市であるパロアルト市との中学生交換
交流事業が中止となったことは、希望していた生徒さん達には大変がっか
りされたことでしょう。世界的に新型コロナウイルスの感染が広がってい
るだけに、本当に残念であきらめきれない思いでいっぱいです。
中止になった事業の代わりに何か活動ができないか模索すべく役員代表
で集まって協議した結果、市内で学ぶ留学生の生活支援を行うことを決定
しました。早速当協会の会員に呼びかけたところ、多くの皆様にご協力を
いただきました。対象は「つくば外語学院」、「アール医療福祉専門学校」

と当協会と土浦ユネスコ協会共催の「日本語教室」３か所 160 名分で、お米と文房具のセット
を準備して贈呈いたし、大変喜んでもらいました。自粛生活の中、帰国も出来ない外国人に少
しでも温かい手を差しのべられたことは、今回ご理解、ご協力をいただきました会員皆さまの
おかげと重ねて感謝申し上げます。
楽しみにしていたキララまつりも花火大会も無くなりさびしい秋を迎えますが、しばらくは
新しい生活様式を守りながらコロナウイルスの終息を願い、元気に皆様と活動ができる日が早
く訪れることを祈っております。

会長挨拶

〈外国人留学生への支援　つづき〉〈外国人留学生への支援　つづき〉

〈令和２年度前期中止となった事業〉〈令和２年度前期中止となった事業〉

●かすみがうらマラソン　姉妹都市選手招待 ４月16～21日

●総会　　　　　　　　※書面開催に変更　 ５月19日

●中学生交換交流事業　パロアルト市中学生受け入れ ６月25日～７月５日

●土浦キララまつり　七夕踊り参加（世界なかよし連） ８月１日

●JICA筑波センター訪問（施設見学・研修員との交流） ９月初旬

【支援物資がズラリ！】
JA 水郷つくば様からは玄米
30kg を、市からはマスクを頂
き、あわせて贈呈しました。

【取材中の１コマ】
７月 20 日 NHK の取材を受け
る会長。７月 30 日は毎日新聞
社の取材がありました。

【談笑タイム】
贈呈式後、昨年度のキララまつ
りに参加した留学生たちと話が
弾みました。

土浦市国際交流協会
会長　藤 田 佑 子
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中学生交換交流事業　特集中学生交換交流事業　特集

～新治村とパロアルト市の架け橋になりたい！～
元派遣生からの寄稿

私が、パロアルト市を知ったのは、今から 26年前、中学校３年生
の時でした。当時、旧新治村出身の私は、ホームルームの際、担任の
先生よりパロアルト市へのホームスティを募集する事を伝えられたの
を覚えています。直感的に「俺が行かなきゃ！」と根拠のない理由が
頭をよぎり、直ぐに応募しました。
誰も応募なんてしないだろうと思っていましたが、40名ほどの応
募があり、面接と英会話のオーディション選考が行われました。英語
のテストはいつも 20点の私が、ここをクリアするのは相当な障壁で
した…先生との一対一の英会話、「ハロー！」、「オッケー、オッケー」
しか言えてない状況で、思いつきの適当なジェスチャーを最大限に活
用して何とか済ませ、いよいよ教育委員会の皆さんとの面接です。徹
底的に新治村の良さ、私が行けばアメリカの文化を学び持ち帰って
これからの国際化に向けた新治村の発展のきっかけを促すとPRを行
い、何とかクリア！無事、私はパロアルト市への切符を獲得すること
が出来たのです。結果、留学生に選ばれたのは、男子６名・女子６名
の計 12名でした。
初めての海外…飛行機に乗るのも、異国の文化も、何もかもが自分
の知らない環境の中で１週間生活することすべてがドキドキで、あの
時の経験が今もこの間のように思えて仕方がありません。
当時、この事業は、今とは違い日本人の生徒をパロアルト市へ派遣
するだけでした。２日間は現地の方のお宅にお世話になり、残り３日
間はホテルに泊まりました。現地での生活は新鮮そのものでした。暑
いのにカラッとしていて過ごしやすく、そして何もかもがデカイ！食
事の量やお店で売られているものまで。学生との交流会やパロアルト
市の議会場での意見交換会など有意義な時間を過ごしました。
今思うと、本当にこの経験が現在の私に生かされていると感じてい
ます。中学校３年生という時期に世界を代表するアメリカの風土を感
じ、様々な経験を通して自分自身の視野が大きく広がったと思います。
何事にも屈せず挑戦してみる。そこから得られる物も多くある事業だ
と思います。
是非、中学生の皆さんも機会があれば、パロアルト市へ行ってみて
くださいね！

令和２年度の中学生交換交流事業 姉妹都市パロアルト市
への派遣は、新型コロナウイルスの収束の目途が立たない
ことから、参加者の健康と安全を考え、「中止」といたし
ました。

平成６年度　旧新治村派遣生

福 田 雅 典 さん
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　当協会では、国際理解・国際化推進のため、各種交
流事業や講座など、さまざまな活動を行っています。
特に新しい感覚と活動力をお持ちの方を求めていま
す。随時会員を募集中ですので、ぜひお気軽にお申込
み・お問い合わせください。
■年会費：個人／3,000円
　　　　　団体・法人／10,000円

　あなたもボランティアとして国際交流に参加してみま
せんか。通訳・翻訳、ホームステイ・ホームビジット受
け入れ（家庭でできる、小さな交流）、イベントなどで
お手伝いをしたいという方（語学ができなくても大丈
夫！）は、登録をお願いします。また、お近くに日本語
が話せる外国人の方がいらしたら声をかけていただけま
せんか。お待ちしています。
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☆

☆新規会員募集☆

☆国際交流ボランティア募集☆
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発行：土浦市国際交流協会
　　　〒300-8686　土浦市大和町９番１号
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４月の異動で担当になりましたが，総会も書面開
催となり，会員の皆様にご挨拶できる貴重な機
会が失われてしまいました。コロナ禍の影響で
年度前半の事業は中止となりましたが，後半は
規模を縮小しながらも，出来る限り開催してまい
ります。どうぞよろしくお願いいたします。（吉田）

編集：照屋孝明、石井すみ子、津久井栄蔵、山口崇一、松井泰信、
　　　伊東博幸、石川一幸、海老坪正子、辻勝博、大森美保、
　　　岡田敏成、塙佳樹、㈱いなもと印刷、㈲アルヴィス
　　　（事務局）　五来、羽生、吉田、唐田、藤村

土浦市国際交流協会ホームページは、イベントや講座、外国人の
皆さんが日常生活で必要な情報が満載です！ぜひご活用ください。

令和２年度　令和２年度　
後期主要事業予定後期主要事業予定

【日本語ボランティア講座（レベルアップ編）】
9 月 9日・23日・30日　＠一中地区公民館
日本語教室講師を対象とした講座です。

【海外ボランティア活動報告会】
1 月 16日（予定）
＠ワークヒル土浦

青年海外協力隊の帰国隊員から
体験談をお話しいただきます。

【地域ふれあい事業】
２月中旬（予定）
＠一中地区公民館

地域住民と外国人がふれあい，
多文化共生の意識を高めます。

【初級日本語ボランティア講座】
10 月 3日～ 12月 12日　全 10回　
＠ワークヒル土浦
外国出身者に日本語を指導する方法。

【初心者向けベトナム語講座】
10 月 2日～ 12月 4日　全 10回
＠土浦市生涯学習館
ネイティブ講師による初心者向け講座です。

【中高校生と外国人の交流会】
12 月 13日　＠土浦市勤労青少年ホーム
中高生と外国人との卓球を介した交流会です。


